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成功さ世ょう48国体
 
10月 6日，住民福祉センターで，第48回国民体育大会勝浦町準備委

員会の設立総会が行われました。

あと 5年後にせまった(リハーサル大会まで，あと 4年)徳島・香

川両県で開催される国民体育大会秋季大会のライフル射撃競技(ビー

ム・ライフル種目)の会場地として内定したのを契機に，町民総参加

の体制づくりの第|歩をふみだしました O

町民のみなさまのご協力をお願いします  0 (2ページに関連記事)

町民のうごき

世帯数  1，990戸人口 男 3，803 女 4，009 計 7，812(昭和63年 9月31日現在)

出生男  1女 2計 3・死亡男  2女 4計 6・転入 男  3女 3計 6・ 転 出 男  3女 5計 8 (昭和63年 9月中)

広報かつうら 11月号=221・昭和63年 11月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511附
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会
長
)、
林
幸
男 

(陸
協
後
媛
会

長
)、岩
佐
利
昭 

(県
ラ
イ
フ
ル

射
撃
協
会
長 
)

【
区
長
】
小
西
文
市
、

定
作
修
、

瀬
戸
正
彦
、
湯
浅
歓

一
、
山
村

英
男
、
光
井
嘩
、
鈴
木
嘉
男
、

国
岡
登
、
久
保
登
、
山
川
正
幸
、

笹
山
芳
雄
、
松
平
繁
夫
、
小
山

納
、
橋
本
重
則
、
清
水

一
史、

浦
回
義
照
、
新
居
丈
作

【
教
育
・
学
校
】
相
原
亨 

(教
育

委
員
長 
)、橋
本
責
、
森
健
、

美

馬
彰 

(以
上
教
育
委
員 
)、
尾
花

清
、
呑
口
久
子 

(以
上
社
会
教

育
委
員 
)、武
田
寛

(
坂
小
校
長
、

丸
田
晶
一 

(横
小
校
長
)
、
坂
本

広
次

(
生
小
校
長 
)、後
藤
広
一 

(勝
中
校
長 
)、白
川
清

(
園
芸

高
校
長 
)、
片
山
泰
央 

(

会
長 
)、戸
川
幹
雄 

(生
小 

P
T
A
会
長 
)、松
田
昌
二 

(勝

T
A

坂
小 
P 

中
P
T
A
会
長
、
町
P
T
A
連

会
長 
)、
菜
城
武
夫 

(勝
中
体
育

後
援
会
長
)、笹
尾
邦
男
(
園
芸

高
P
T
A
会
長
)
、

山
田
清
市

(
園
芸
高
体
育
後
援
会
長 
)、敏

鎌
謙
次
(
社
会
教
育
指
導
員 
)

U

P
R

ヲ 

。

勝
浦
町
準
備
委
員
会
設
立
総
会

桜
木
町
長
、
中
西
議
長
ら
町
、

各
種
団
体
関
係
者
八
十
六
名
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
過
報
告
に
つ
づ
い
て
議

案
審
議
に
移
り
、
各
種
団
体
代
表

者
百
二
十
六
名
を
準
備
委
員
に
委

嘱
し
、
会
長
に
桜
木
町
長
、
副
会

長
に
中
西
議
長
、
相
原
教
育
委
員

長
、
山
団
体
育
協
会
長
、
宮
崎
助

を 

役
の
四
名
を
選
任
、
常
任
委
員
三

十
二
名
、
監
事
に
中
井
収
入
役
、

定
作
区
長
会
副
会
長
の
二
名
、
以

上
を
役
員
と
し
て
委
嘱
し
、
願
聞

に
堺
県
議
会
議
員
を
お
願
い
し
ま

し
たま

た
、

「町
民
総
参
加
の
も
と
、

質
素
の
な
か
に
も
創
意
工
夫
し
た

大
会
の
成
功
を
期
し
、
町
民
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
と
、
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す


る 

と
い
う
勝
浦
町
の
基
本
方
針


と
、
次
の
五
つ
の
実
施
目
標
を
決


議
し
ま
し
た
。


付

関
係
機
関
、
団
体
が
連
携
し
、


町
民
の
総
力
を
あ
げ
て
、
大
会

運
営
に
あ
た
る
。 

ω
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
連
帯
感

を
深
め
、
背
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
。 

ω
町
内
の
環
境
監
備
と
美
化
運

動
を
展
開
す
る
。

個
体
育
施
設
、
道
路
を
整
備
す

h
vo

回
大
会
参
加
者
を
温
か
く
迎
、
ぇ

文
化
、
産
業
、
観
光
な
ど
本
町

し
友
情
の
輸
を
広
げ
る
。

人
会
長 
)、
中
間
文
子
、
山
本
幸

恵
、
井
内
礼
子
、
中
岡
カ
ツ
ノ
、

駒
津
ナ
ツ
エ 

(以
上
婦
人
会
副

会
長 
)、河
野
稔
彦
(青
年
会
長 
)、

豊
田
要
助 

(町
老
連
会
長 
)、大

川
恵
一

(
社
協
会
長 
)、
高
橋
肇 

( 
ι

身
障
者
会
長 
)、
中
西
文
夫 
(ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長 
)

【
町
行
政
委
員
会
】

尾
花
次
郎 

(農
委
会
長 
)、寒
川
源
八 

(民

生
委
員
総
務 
)

【
農
林
・
漁
業
】

宮
本
澄
雄
(
勝

農
組
合
長 
)、
大
柳
包
雄 

(生
農

組
合
長 
)、
野
上
武
夫
(
農
業
共

済
組
合
長 
)、
福
井
笹
男 

(森
林

組
合
長
)
、
平
岡
武
(
漁
協
組
合

長
)

【
交
通
・
通
信
・
電
気
】
稼
努
栄

一
(交
通
安
全
協
横
瀬
分
会
長 
)、

岡
本
富
治 

(交
通
安
全
協
生
比

奈
分
会
長 
)、
上
野
明
子 

(交
通

安
全
母
の
会
連
合
会
一長
)、
桑
原

義
之
(
横
瀬
タ
ク
シ
ー
)
、
西
尾

議 
(勝
浦
観
光
タ
ク
シ
ー 
)、中

勝
浦
報
話
局

長
)、長
尾
武

(
四
電
勝
浦
営
業

(
N
T
T

村
正
直 

勝
浦
食
品
衛
生
協
会
副
会
長 
)

【
労
働
】

山
上
禎
郎 

(地
区
労
議
長 
)

【
公
共
機
関
】
町
口
久
夫

(
勝
郵

局
長 
)、
仁
木
良
夫 
(生
郵
局
長 
)

内
谷
信
喜
(
坂
郵
局
長 
)、
藤
田

豊
輔
(
横
瀬
派
出
所
部
長 
)

【
生
活
改
善
・
愛
育
班
}

掘
梅
子 

(生
改
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会

長
)、
大
谷
和
恵
、
部
昭
子
、
中

西
チ
ズ
ミ
、

出
築
イ
ト
エ
、

吉

本
幸
子
、
大
久
保
君
子 

(以
上

愛
育
班
長
)

【
町
職
員
】
平
山
麓
、
清
水
秀
治
、

信
政
等
、
早
川
進
、
小
谷
和
寛
、

播
ミ
ス
子
、
河
野
精
二
、
森
敏

治
、
倉
橋
孝
明
、
林
治
男
、

長

町
豊
秋
、

岡
本
政
市
、
入
固
定
、

駒
津
輝
幸
、
松
浦
一
博
、
中
川

恵
美
子

-
委
員
名
簿 

(順
不
同
・
敬
称
略 
)

※
太
字
は
常
任
委
員

中
西
晴
美
、

【
町
議
会
】

一郎、
幸
一
、


宮
本
政
明
、


西
浜
勝
己
、
滝
口
良
一

【
体
育
団
体
等
】

山
田
普
章 

(

折
部
健

平
岡
守
、
蔀
源
一
、
山

本
貞
雄
、
末
広
正
太
郎
、

川
口

中
西
啓
、
井
出
幸
夫
、

河
野
チ
ヅ
、
山
本

美
芳
、
山
下
豊
寿
、

若
木
配
給
、

体

【
社
会
団
体
}
岸
上
イ
マ
ノ 

(婦

P
T
A

協
会
長
)
、
宮
本
博 

(体
協
副
会

長
)、中
瀬
博
文 

(体
協
副
会
長
、

会
長 
)、幸
山
和
子 

庖
長
)

【
観
光
・
商
工
】

桜
木
義
夫 

(観

光
協
会
長 
)、前
回
重
吉 

(商
工

会
長 
)、
置
回
克
巳 

(誘
致
企
業

連
絡
協
議
会
長 
)

【
医
療
・
衛
生
}

赤
岩
光 

(小
松

島
市
医
師
会
理
事
)、
太
田
重
嘉 

(勝
浦
病
院
長 
)、大
西
文
男 
(

母


横
小(体

協
副
会
長 
)、
岡
本
勤
、
杉

田
健
、
抑
菜
義
衛
、
高
木
忠
、

歯

大
久
保
喜
正
、
堺
徹
(
以
上
体

育
指
導
員 
)、高
木
宏
幸

(
陸
協

科
医
師
会
小
松
島
市
勝
浦
郡
支

部
会
長 
)、
美
馬
安
雄 

(小
松
島
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十
月
七
日
、
東
京
都
「
東
僚
会

館
」
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
協

会
を
代
表
し
て
、
中
瀬
副
会
長
が

出
席
し
、
中
島
文
部
大
臣
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

『¥

130名が参加.ゲ


lu

A

し
て
利
用
で
き
る
か
話
し
合
い
を

進
め
た
い
。
み
や
げ
用
と
し
て

ま
た
観
光
み
か
ん
園
で
ワ
イ
ン
を

飲
ん
で
も
ら
い
、
町
の
特
産
品
の

一
つ
と
し
て
加
工
し
て
も
ら
え
れ

ば
:
・
:
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

』 

み
か
ん
ワ
イ
ン
を
試
飲
す
る
関
係
者

F

の
「
香
り
」
「
味
」
「
色
」
に
つ
い
て

み
か
ん
農
家
の

救
世
主
と
な
る
か
?

に
発
足
以
来
三
十
三
年
間
、
地
区
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

同
協
会
は
、
昭
和
三
十
年
五
月
力
向
上
と
健
康
増
進
に
貢
献
さ
れ

優
良
団
体
と
し
て
、
勝
浦
町
体
育
数
多
く
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
を
開
催

協
会
(
山
田
善
章
会
長
)
が
文
部
運
営
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ

省
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

の

普
及
振
興
に
努
め
、
町
民
の
体

昭
和
六
十
三
年
度
の
社
会
体
育
対
抗
球
技
大
会
や
町
民
体
育
祭
等

勝
浦
町
体
育
協
会

文
部
大
臣
か
ら
表
彰
状


去
る
十
月
十
日
体
育
の
日
、
ふ

る
さ
と
勝
浦
を
知
っ
て
も
ら
い
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に

と
、
あ
る
け
あ
る
け
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
は
砂
町
内
随
一
の
渓
谷
美

と
古
代
ロ
マ
ン
に
満
ち
た
コ
ー
ス

と
し
て
立
川
渓
谷
へ
の
往
復
九

・

五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
し
た
。

午
前
九
時
三
十
分
、
集
合
場
所


の
横
瀬
橋
下
広
場
に
は
、
子
供
か


ら
お
年
寄
り
ま
で
、
百
三
十
名
が


集
合
、
目
的
地
の
岩
船
神
社
へ
と


出
発
し
ま
し
た
。


秋
晴
れ
の
天
気
の
中
、
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
自
然
を

楽
し
み
、
思
い
思
い
の
ぺ 

ス
で

歩
き
ま
し
た
。

目
的
地
の
岩
船
神
社
で
は
、
お

弁
当
を
食
べ
、
ゲ
ー
ム
等
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

-
歩いた後のお弁当は最高!!

き
わ
や
か
な
秋
の
一
日
い
い
汗

を
か
い
て
、
楽
し
い
思
い
出
多
作

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
青
年
会
が
み
か
ん
ワ
イ
ン
試
飲
会
開
催

オ
レ
ン
ジ
自
由
化
を
二
年
半
後

に
控
え
、
販
売
環
境
は
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
十
月

五
日
、
特
産
の
ミ
カ
ン
振
興
に
役

立
て
ば
と
町
青
年
会
か
み
か
ん
ワ

イ
ン
試
飲
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
町
・
農
業
関
係
者
・

青
年
会
員
ら
二
十
五
人
が
集
ま
り
、

「
県
工
業
試
験
場
み
か
ん
ワ
イ
ン

早
生

・
晩
生
」
「
伊
予
柑
ワ
イ
ン
、

普
通

・
マ
イ
ル
ド
」
「
淡
路
島
く
に

う
み
ワ
イ
ン
」
の
み
か
ん
ワ
イ
ン

五
種
類
、
十
勝
ワ
イ
ン
、
神
戸
ワ

イ
ン
等
が
並
べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

試
飲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
「
昧
・
香
り
と
も
よ

い
、
利
用
す
る
価
値
は
十
分
あ
る
」

「
商
品
と
し
て
出
せ
る
」
な
ど
上

々
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
早
速
関
係
者
が
検
討
会
を
設

置
。
具
体
的
な
利
用
策
を
話
し
合

、
つ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

青
年
会
の
河
野
会
長
は
、
「
オ
レ

ン
ジ
自
由
化
に
対
し
、
今
の
状
態

で
は
い
け
な
い
、
何
か
を
し
な
け

れ
ば
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
今

回
の
試
飲
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
他
に
利

用
で
き
れ
ば
、
ま
た
今
後
商
品
と
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A

わ
た
し
と
同
和
問
題


H

同
和
問
題
意
見
発
表
か
ら

(
高
校
一
年
)

私
は
つ
い
先
日
、
母
と
こ
ん
な

平
等
」
、
「
人
権
問
題
」
が
叫
ば
れ

会
話
を
か
わ
し
ま
し
た
。

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
人
々
に
分

「お
母
さ
ん
、
私
が
部
落
の
人
と

か
り
ゃ
す
く
、
そ
し
て
、
正
し
い

結
婚
し
た
い

っ
て
言
う
た
ら
ど
う

考
え
方
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
る
?
」

し
ょ
、7
か。

「
ほ
ら
、
お
姉
ち
ゃ
ん
が
好
き
に

私
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

な
っ
た
人
だ
っ
た
ら
、
お
父
さ
ん

ん
に
限
ら
ず
、
お
年
寄
り
の
人
た

H
A

や
お
母
さ
ん
は
い
い
と
思
つ
よ
。

ち
は
、
同
和
の
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
れ
に
、
そ
の
人
は
何
に
も
悪
い

誤
っ
た
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
人

こ
と
し
て
な
い
し
、
人
聞
は
み
ん

が
た
く
さ
ん
い
る
と
、
母
か
ら
聞

な

一
緒
な
ん
と
違
う
?
」
と
、
言

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現
に
、

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
は
誤
っ
た
考
え
を
持
っ
た
人
た

で
も
、
こ
れ
が
現
実
と
な
っ
た

ち
が
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
会
話
を
、


ら
、
本
当
に
両
親
は
心
か
ら
祝
福

つ
い
最
近
、
聞
い
た
こ
と
が
あ
り


し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
同
和

ま
す
。


問
題
の
こ
と
を
十
分
勉
強
し
て
い

「
今
日
は
一
緒
に
お
ら
ん
け
ど
、
  

て
も
、
い
さ
そ
の
立
場
に
立
っ
て

さ
ん
つ
て
部
落
の
人
で
な
あ
。


み
る
と
、
だ
い
た
い
の
人
た
ち
が

付
き
合
い
た
あ
な
い
け
ど
、
友
だ


行
動
へ
移
す
'
」
と
が
で
き
な
い
の

ち
も
お
ら
ん
占
っ
ゃ
け
ん
、
付
き


が
現
実
で
す
。
問
題
が
特
に
結
婚

合
い
よ
う
け
ど
な
あ
。
あ
ん
た
知


と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
多
分
、

っ
と
っ
た
で
」


い
や
絶
対
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
、

「
い
や
知
ら
ん
か
っ
た
。 

さ
ん


両
親
に
反
持
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

つ
て
あ
っ
ち
の
人
だ
っ
た
ん
。
ほ


今
、
現
代
の
社
会
で
は
「
人
間

ん
ま
、
い
や
や
な
あ
」
と
い
う
、

最
近
で
は
、
企
業
や
会
社
で
も
、

同
和
問
題
に
つ
い
て
考
、
え
る
場
を

持
つ
た
め
に
、
講
演
会
や
学
習
会

と
い
う
の
が
、
月
に
一
度
や
年
に

何
度
か
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
い

く
ら
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
を
生
活
面
や
精
神
面
で

生
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
何

に
も
な
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
自
分
の
問
題
と
し
て
、

ふ
り
か
か
っ
て
き
た
時
、
そ
の
成

果
が
問
わ
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

正
直
言
っ
て
今
の
私
は

「絶
対
差

別
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、

胸
を
張
っ
宝
一
一弓
つ
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
人
間
と
し
て
許
き
れ
な
い

こ
と
、
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
と
っ
く

に
分
か
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
の

大
半
の
人
が
、
今
の
私
と
同
じ
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。
な
ぜ

私
は
こ
の
よ
う
な
不
安
を
持
つ
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
流
れ
で
す
。 

η
考
え
方
は
ど
ん
な
に
立
派
で
も
、


実
際
の
問
題
と
な
っ
た
ら
ど
う
だ


ろ
う 

と
い
う
考
え
方
が
恨
強
く


残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。


本
音
と
建
前
を
き
ち
ん
と
使
い
分


け
る
こ
と
の
で
き
る
人
聞
が
多
く


な
っ
た
社
会
の
中
で
、
自
分
の
心


を
乱
さ
ず
、
正
し
い
こ
と
を
正
し


い
と
判
断
で
き
る
勇
気
が
今
の
自


H

分
に
持
て
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

安
な
の
で
す
。

今
後
、
年
輩
の
方
々
に
も
正
し

い
知
識
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
っ
と
学
習
の
場
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。

最
近
、
我
が
家
で
も
、
同
和
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
ず

い
ぶ
ん
増
え
て
き
ま
し
た
。
私
た

ち
子
供
の
知
識
が
、
学
校
整
宵
な

ど
で
深
ま
っ
て
き
て
い
る
せ
い
も

あ
り
ま
す
が
、
食
事
時
に
話
題
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
{
杢
挺
の
中
に
差
別
の
心
や

偏
見
が
全
く
な
い
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
が
、
話
し
合
い
の
中
か
ら
、

ず
い
ぶ
ん
家
族
の
意
識
も
変
わ
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

老
人
の
意
識
を
変
、
え
る
こ
と
は
、

ま
だ
ま
だ
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
私
は
ま
ず
、
私
の
家
庭
の
中

か
ら
差
別
の
心
を
追
い
出
す
努
力

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す

る
こ
と
に
よ
り
、
私
の
心
の
弱
さ

を
も
っ
と
強
い
も
の
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に

す
る
考
え
方
が
家
庭
で
終
わ
る
こ

と
な
く
、
地
域
や
社
会
全
体
に
広

が
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

心
の
底
か
ら
差
別
を
憎
み
、
差
別

に
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る
人
間
に

な
り
た
い
。
最
近
は
、
自
分
に
そ

う
言
い
聞
か
せ
て
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

MUS04
テキストボックス
くらしの中の人権
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れ
ま
す
。

い
ま
す
。

フ ら

一『¥

ー¥

勝
浦
病
院

院

長

太

田

重

嘉

H
発
見
し
て
適
当
な
治
療
を
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。
早
い
時
期
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
健
康
人
と

同
じ
様
に
長
生
き
出
来
ま
す
。

次
に
糖
尿
病
の
合
併
症
の
主
な

も
の
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
、
つ

O

脳
卒
中
、
脳
動
脈
硬
化
症

同

心
臓
病
(
心
筋
梗
塞
な
ど
)

同
失
明
(
糖
尿
病
性
網
膜
症
、

白
内
症
)

岡
腎
不
全
(
糖
尿
病
性
腎
症
)

凶

い
ろ
い
ろ
な
化
膨
症
、
感

染
症


例
神
経
性
障
害
(
神
経
痛
や


し
び
れ
)


戦
時
中
に
は
、
糖
尿
病
串
革
告
は

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
が
最
近
に
な
り
急
速
に
増
、
え

た
の
は
、
食
糧
事
情
が
よ
く
な
っ

た
の
が
主
な
原
因
で
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
多
く
の
人
が

機
械
化
の
進
歩
で
休
を
動
か
す
、
」

と
が
あ
ま
り
な
く
な
り
、
机
に
向

か
っ
て
頭
を
働
か
せ
て
い
れ
ば
良

い
様
な
環
境
の
人
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。

飽
食
と
運
動
不
足
が
そ
の
主
因

で
す
。

繰
り
返
し
に
な
る
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
糖
尿
病
に
対
す
る
注
意

事
項
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

什

必
要
以
上
に
食
べ
過
さ
な

い
こ
と
。
(
特
に
中
年
以
上
の

人
は
肥
満
に
気
を
つ
け
る
。) 

ω
運
動
に
心
掛
け
る
こ
と
。

老

意


識
の

啓

発

作

高
齢
者
に
お
け
る
町
民
の
敬
老

意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
勝
浦

町
及
び
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
町
内
の
各
小

・
中
・
高
等
学
校

に
夏
休
み
課
題
と
し
て
、
敬
老
意

識
啓
発
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

標
語
の
部
中
学
校
全
生
徒
三 

四

人
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
各
小
学
校
四

年
生
以
上
一
七
六
人
、
作
文
の
部

園
芸
高
等
学
校
五
人
の
募
集
作
品

の
審
査
の
結
果
、
優
秀
作
品
の
一

部
と
入
選
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
標
語
の
部

-

特

選

「老
人
の
苦
労
を

生
か
せ
ぼ
く
た
ち
が
」

勝

浦

中

一

年

大

亀

将

司

「老
人
は
み
ん
な
に

教
え
る
良
き
先
生
」

勝
浦
中
二
年
大
本
孝
二

「
敬
老
の
心
で

は
ぐ
く
む
わ
が
郷
土
」

勝

浦

中

三

年

田

中

洋

子

・
準
特
選

勝
浦
中
一
年

日
浦
知
目
之

勝
浦
中
一
年

桂

木

章

子

勝
浦
中
二
年

森

内

真

理

勝
浦
中
二
年

大
西
真
利
子

勝
浦
中
三
年

森

本

英

樹

勝
浦
中
三
年

吉

岡

美

和 O

一
寸
ポ
ス
タ
ー
の
部

・

特

選

横

瀬

小

四

年

三

好

機

瀬

小

六

年

三

好

生
比
奈
小
五
年
大
西

・
準
特
選

横
瀬
小
五
年
実
、
山

横

瀬

小

六

年

敏

鎌

生
比
奈
小
四
年
原
回

生
比
奈
小
四
年
丸
山

生
比
奈
小
六
年
下
川

坂

本

小

四

年

椎

野

坂

本

小

五

年

石

尾

朋

代

坂

本

小

五

年

大

石

和

也

坂
本
小
六
年
上
野
弘
一
朗

=
寸
作
文
の
部


-

特

選


勝
浦
園
芸
高
三
年
早
川
真
理
子


・
準
特
選

勝
浦
園
芸
高
二
年
椎
野

三美ほ子祐子
美 知 哲
里里也

最
近
、
糖
尿
病
患
者
が
多
く
な

育み桃栄敬正
子

国
定
期
検
診
を
受
け
、
早
期

発
見
に
努
め
る
こ
と
。

回
糖
尿
病
で
あ
る
と
判
っ
た

ら
、
症
状
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
医
師

の
診
察
を
つ
け
、
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
良
否
、
合
併
症
の
早

期
発
見
に
留
意
し
て
、
放
置

し
な
い
こ
と
。

気
易
く
相
談
出
来
る
主
治

医
キ
」
持
?
」
と
。

同
審
糸
に
糖
尿
病
の
あ
る
人

は
特
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
、 
7
0

り
、
疑
わ
し
い
人
を
入
れ
る
と
、

十
人
に
一
人
位
の
割
合
で
発
見
さ

こ
の
病
気
は
、
い
ろ
い
ろ
な
合

C

併
症
を
お
こ
し
、
そ
の
た
め
に
亡

く
な
ら
れ
る
人
も
多
く
、
ま
た
入

院
さ
れ
て
い
る
串
主
雪 

ん
も
沢
山

そ
の
中
に
は
失
明
し
た
り
、
心
臓

を
悪
く
し
た
り
、
腎
不
全
を
お
こ

し
た
り
し
て
、
非
常
に
気
の
毒
な

晩
年
を
過
ご
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。

糖
尿
病
の
初
期
に
は
、
ほ
と
ん

ど
何
の
症
状
も
な
く
放
置
さ
れ
て
、

気
の
つ
い
た
時
に
は
合
併
症
が
進

ん
で
、
医
者
の
手
に
お
え
な
い
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
。
そ
し
て
病
状
の
進
行
し
た

串
革
告
に
は
現
在
良
い
治
療
法
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
軽
い
聞
に

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
糖尿病
勝浦病院　院長　太田重嘉
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テキストボックス
敬老意識の啓発作品
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状
況
は
、
六
十
一
年
に
は
、

一
件

-

期

間

昭
和
六
十
四
年
四
月 
1
六
十
五

年
三
月
ま
で
の
一
か
年
(
特
に
希

望
す
る
場
合
は
、
引
き
続
き
一
か

年
間
研
究
生
と
し
て
入
所
し
、
特

定
の
課
題
に
つ
い
て
実
験
と
研
究

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。) 

-
書
類
提
出
期
限

昭
和
六
十
四
年
一
月
三
十
一
日

・
書
類
提
出
先

徳
島
県
流
通
園
蚕
課
果
樹
係

・
負
担
金

食
費
と
研
修
旅
行
等
の
費
用
は

有
科
受
講
料
・
教
材
一
般
配
布

資
料
及
び
入
寮
費
は
無
判

-
研
修
内
容

植
物
概
論
、
果
樹
栽
培
総
論
を

は
じ
め
、
各
論
に
わ
た
り
専
門
的

な
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
。

ま
た
午
後
は
圃
場
実
習
や
機
械

類
の
整
備
及
び
運
転
操
作
の
実
習

が
行
わ
れ
る
。

で
し
た
が
、
六
十
三
年
で
は
す
で

に
三
件
の
火
災
が
発
生
し
、
い
ず

れ
も
、
建
物
火
災
の
発
生
で
す
。

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ

っ

と
し
た
気
の
ゆ
る
み
、
不
注
意
か

ら
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
何
で
も
な

い
よ
う
な
こ
と
を
実
行
す
る
こ
と

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
で
大
半
の
火
災
は
防
げ
る
も
の
で

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
火
災
の
発
生
す
。「
火
は
も
っ
出
さ
な
い
ノ
」
の

を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
心
構
え
と
と
も
に
、
も
つ

一
度
火

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

気
の
取
り
扱
い
方
を
チ

ェ
ッ

ク
し

実
施
さ
れ
ま
す
。

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

昭
和
六
十
二
年
の
全
国
で
の
火
特
に
近
年
、
燃
焼
機
器
を
原
因

災
発
生
の
う
ち
、
住
宅
火
災
は
、
と
す
る
火
災
が
増
加
の
傾
向
に
あ

総
出
火
数
の
う
ち
、
一
二
二
・
三
%
、
り
ま
す
。
機
器
の
正
し
い
使
用
方

ま
た
、
建
物
火
災
の
五
二

・
一

%

法

、
強
備
、
点
検
を
実
施
し
、
日

に
当
り
ま
す
。

ご
ろ
の
自
主
的
な
防
火
安
全
対
策

県
御
由
民
議
研
修
生

@

募
集
巴
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
業
者
大
学
校
に

お
い
て
は
、
昭
和
六
十
四
年
四
月

か
ら
六
十
五
年
三
月
末
ま
で
の一

年
間
、
果
樹
農
業
の
後
継
者
を
対

象
と
し
て
、
果
樹
に
関
す
る
諸
技

術
の
実
務
研
修
を
行
い
、
果
樹
農

業
近
代
化
推
進
の
中
核
的
役
割
り

を
果
た
す
農
業
者
多
養
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
研
修
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、


詳
細
に
つ
い
て
は
産
業
課
へ
お
問


い
合
わ
せ
下
さ
い
。


-
研
修
場
所


常
緑
果
樹
・・
・
大
分
県
国
東
町

落
葉
果
樹
・・
・
岩
手
県
雫
石
町 M

昭
和
例
年
庫

何よりもまず火の始末が大切である

必ず火を消す習慣をつけること
な
り火

?ま災
しが
た 発

生
こし
のや

ミ運す
動い
は気�  

= 、{侯

手火と

勝
浦
町
に
お
け
る
火
災
の
発
生

分
の
場
附
を
簡
潔
に
、
し
か
も

は
っ
き
り
い
う
こ
と
。

一一
 

O

番

(
答
察
)
に
電
話
す
る
例
は

非
常
に
多
く
、
し
か
も
、
自
分

を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

火災は、
確実にq19番ヘ

-11月9日は、� 
1 1 9番の日ー

D 

モシモシッ� / J

「ハイ、こちら� 110番J 

火事です〆� J(あわてふためい

「ええと、お宅はどこですか?

こちらから消防署へ連絡します

J 

わたしは凸山です。早〈来て

くださいッノ� J(ガチャ)

の
所
在
地
を
は
っ
き
り
い
わ
主

い
た
め
に
消
防
車
の
到
着
が
遅

れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

教育・文化週間� 

11 月 1 日 ~ 7 日

親
子
て
考
え
よ
う
/

教
育
と
は

文
化
と
は

。
消
防
車
の
到
着
ま
で
に
は
時

聞
が
必
面
巧
電
話
し
た
か
ら
と

y

い
っ
て
ア 

と
い
う
聞
に
来
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

問
、
イ
ラ
イ
ラ
、
お
ろ
お
ろ
し

て
た
だ
待
つ
だ
け
で
な
く
、
消

火
や
避
難
な
ど
勇
気
あ
る
行
動

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

r

r
ている)

からツ� 
r

。

確
実
に
一
九
番
し
ま
し
ょ

ぅ
。
そ
し
て
、
落
ち
着
い
て
自 

MUS04
テキストボックス
秋季全国火災予防運動

MUS04
テキストボックス
火災は確実に119番へ
11月9日は119番の日



優

勝

坂

本

チ 

l
ム

準
優
勝
中
角
チ

l
ム

今
回
、
二
度
目
の
地
区
対
抗
形

式
で
開
催
さ
れ
た
大
会
は
、
昨
年

よ
り
一
チ 
l
ム
増
の
十
チ 
l
ム
が

参
加
し
、

九
月
十
六
日
か
ら
四
日

間
、好
ゲ
ー
ム
、

珍
プ

レ
ー
が
展
開

さ
れ
、
坂
本
チ
ー
ム
の
二
年
連
続

優
勝
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
団
地
区
対
抗

軟
式
テ
ニ
ス
大
会

申し込み・問い合わせ

勝浦町教育委員会まで

申し込み締め切り� 

11月 5

昭和63年 11月13日(11)

午後 7時間 会

勤労者体育館

中学生以上の男女

日時

場所

対 象

込(7) 昭和63年11月1日� -IJ ザコ つ ら 第221号

第
三
回
(
硬
式
)
ミ
ッ
ク
ス

テ
ニ
ス
大
会
参
加
者
募
集

日

時

場

所

参
加
費

対

象

主

催

日
月
日
日

(
日
)

午
前 
8
時
却
分
集
合

勝
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

一
人
三 

円

O
O

町
内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
男
女

勝
浦
町
体
育
協
会 

(テ

ニ
ス
部 
)

問
い
合
わ
せ

陽
地
問
己 
(中
角
)

電

話

二 
l
=
二
六
九 

※
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と

る
り
ま
す
。

十
月
十
六
日
刷
、
勝
浦
中
学
校

相
撲
場
に
お
い
て
、
町
内
の
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
相
撲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
七
十
二
名
、
中
学
生
七

十
名
の
一旦
力
士
が
父
母
の
声
緩
め

中
で
団
体
戦
、
個
人
戦
に
力
を
競

い
ま
し
た
。

本
大
会
の
成
結
は
次
の
と
お
り

で
す
。

-
団
体
戦
成
績

。
小
学
校
の
部

六
年
生
三
位

。
中
学
校
の
部

軽
量
級
優
勝

軽
量
級
二
位

軽
量
級
三
位

守
量
級
優
勝

中
量
級
二
位

中
量
級
三
位

重
量
級
優
勝

重
量
級
二
位

重
量
級
三
位

優
勝

五

年

生

横

瀬

B

六
年
生
生
比
奈
A 

O
中
学
校
の
部

F
チ
ー
ム

四
年

生

横

瀬 
A

優
勝

勝
中 

・
個
人
戦
成
績

。
小
学
校
の
部

四
年
生
優
勝

四
年
生
二
位

四
年
生
三
位

五
年
生
優
勝

五
年
生
二
位

五
年
生
三
位

六
年
生
優
勝

六
年
生
二
位

小
関

健

司

高

井

和

実

山

川

正

泰

松

田

友

和

北
川
八
口
誠
司

湯

浅

知

延

大
西
日
出
入

河

野

一

郎

ー¥

企優勝した坂本チーム
日(土) 厳 守

広
田

大

笠河杉泉平谷栗岩大
木崎田 山 城本亀

淳祐 i導泰寿誠達好将
二司文一男二吉史司 中市

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
第二回地区対抗軟式テニス大会

MUS04
テキストボックス
第4回勝浦町綱引大会
出場チーム募集

MUS04
テキストボックス
第4回勝浦町少年相撲大会



④蒸し上ったら塩を入れ、っく 。

⑤つきあがったらあんを入れ、丸める。

※柿は，必ずしぶ柿を使う 。

第221号 カ為 ずコ つ ら 昭和63年11月1日 (8) 

とττ一一一一三き11月11日幽� I11月14日開

生比 奈郵便局
※各指定郵便局でお受

勝浦郵便 局 け取りください。

坂 本郵便局 ※時間は午前 9時から
午後A時までです。

星谷簡易郵便局

生名簡易郵便局

らし11月のく

内
の
据
置
も
で
き
ま
す
。)

利

率
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。)

保

証 年
五

・
五
%
(
利
率
は
変
わ

い
致
し
ま
す
。

財
団
法
人
進
学
資
金
融
資
保

証
基
金
ま
た
は
保
証
人

議


返
済
期
間

五
年
以
内

(
希
望
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
期
間
内
で
一
年
以(一

毎
月
元
利
均
等
返
済
。
ま
た

は
、
ご
融
資
の
二
分
の

一
以

内
で
ボ
ー
ナ
ス
月
増
額
返
済

を
併
用
で
き
ま
す
。

取
り
扱
い
は
六
十
三
年
十
一

月
か
ら
六
十
四
年
四
月
ま
で

で
す
。

お
申
し
込
み
、
ご
相
談
は

徳
島
市
中
洲
町
一丁
自
五
十
八

国
民
金
融
公
庫
徳
島
支
庖

宮

理
局
二
一
丁
七
二
七
一

又
は
、
勝
浦
町
商
工
会
、
最

寄
り
の
銀
行
で
も
お
取
り
扱

ヲ~*Oイy~情報
 

柿 も ち

申込 先 役場産業課

申込期限� 11月7日 (月) 

(但し，ル達し次第締切りま� )

すのでお早目にお申込み下さい/

-
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

高
等
学
校
、
短
期
大
学
、
大

学

・
大
学
院
等
に
進
学
さ
れ

る
方
の
ご
父
母

-
資
金
の
使
い
み
ち

入
学
金
、
授
業
料
等
学
校
納

付
金
、
受
験
の
た
め
の
費
用、

教
科
書
代
、 

}「
宿
の
敷
金
な

ど
進
学
に
際
し
て
、
話
京
な
資
金

・
融
資
の
概
要

融
資
額

一
准
筆
者
あ
た
り
百
万
円
以
内

福
祉
年
金
証
書
交
付

日
月
日
・
日
日

昭
和
六
十
三
年
度
の
福
祉
年
金

額
が
決
ま
り
ま
し
た
。

先
に
お
預
か
り
し
て
あ
り
ま
し

た
年
金
証
書
を
お
渡
し
い
た
し
ま

す
の
で
、
印
鑑
と
保
管
証
を
持
参

の
う
、
ぇ
次
の
郵
便
局
で
お
受
け
取

り
下
さ
い
。

名
以
上 
)

返
済
方
法

、いっしょに作ろう� PARTII砂で好評

だった柿もちをご紹介しましょう 。

-材料

もち米� 1升 塩 大 l 

しぶ柿� 500-700g 

あ ん �  700g 

もちと り粉� 200g 

-作り方

①もち米は、� 1H免水につけておく 。

②柿は皮と種をとり除き 、みじん切りにする。

③もち米の上に柿をのせいっしょに蒸す。

いっしょに作ろう� 
-PARTIII-

白菜の朝鮮漬け 〉

日� 時 11月17日(木)

午前� 9時~正午

場 所 農村婦人の家

参加料�  500円程度(材料費)

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
国の進学ローンのお知らせ

MUS04
テキストボックス
11月のくらし
ワンポイント情報
柿もち
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込� 4(9) ug利]63年11月� 1日� IJ つ つ ら 第221号

わ
た
し
の
作
品

〈
俳
句
〉

静
か
な
る
海
を
麓
に
竹
の
春

坂

本

美

馬

直

枝

灯
火
を
消
せ
ば
聞
ゆ
る
虫
の
夜

老
を
得
て
秋
の
感
触
浸
リ
居
り

坂

本

谷

富

士

竹
の
春
雀
の
宿
も
定
ま
り
ぬ

夜
の
深
み
く
つ
わ
虫
嶋
く
声
重
し

坂

本

林

一

秋

湖
と
見
ゆ
る
満
濃
池
や
稲
の
波

秋、
 

7
り
ら
琴
弾
き
止
ま
ず
観
音
寺

坂

本

福

良

伴

二

秋
深
む
心
残
り
の
納
竿
日

月
青
し
文
化
の
森
も
た
そ
が
れ
ぬ

横

瀬

錦

内

常

一

秋
祭
り
憾
に
遠
き
人
の
名
か

穏
で
の
架
と
ぶ
風
の
あ
る
ゃ
な
し

棚

野

谷

新

太

郎

新
涼
や
し
っ
と
り
濡
れ
し
朝
の
庭

棚

野

穏

台

澄

江

新
涼
を
独
り
汲
む
茶
に
し
み
じ
み

と

生

名

仲

田

喜

久

栄

銀
漢
の
山
か
ら
山
へ
峡
限
る

生

名

柳

田

末

子

手
の
ひ
ら
に
ず
っ
し
り
重
き
梨
を

も

く

生

名

清

水

良

子

秋
立
ち
て
少
し
長
め
の
髪
に
す
る

生

名

含

僑

紅

梅

梨

一つ
む
け
ば
身
に
添
う
夜
の
静

寂

生

名

白

草

元

子

鯛
や
飛
弾
の
湯
宿
の
山
深
く

生

名

小

西

典

子

虫
喰
い
の
梨
か
じ
り
つ
つ
梨
を
賓

る

生

名

丸

山

香

月

新
涼
の
野
を
行
く
人
の
遠
く
あ
り

生

名

竹

林

白

楊

日
を
追
7
て
帰
る
鵠
の
空
高
し

天
高
し
茜
に
雲
の
坐
り
た
る

生

名

滝

口

良

一

終
い
湯
に
浸
り
更
け
ゆ
く
虫
の
声

掛

谷

斎

藤

重

子

好
天
に
恵
ま
れ
稲
の
日
日
稔
る

掛
谷
野
上
す
み
れ

辻
地
蔵
取
り
巻
き
彼
岸
花
溢
れ

掛

谷

駒

津

光

洋

道
野
辺
に
稲
穂
か
む
さ
り
夕
月
夜

沼

江

山

丸

千

絵

祭
礼
の
煙
火
帰
燕
の
允
エ
に
爆
ぜ

沼
江
大
岡
初
立
田

幸
せ
の
味
噛
み
し
め
る
茸
飯

吊
し
柿
の
あ
ん
ま
も
老
の
ひ
と
仕

事

横

綱

稼

勢

銀

星

E写dつるt 

交の代

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

十

一
月
十

一
日

幽

十

一
月
二
十
五
日
出

午
後
七
時
1
午
後
九
時

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

室
更
至

書簡

墨
絵
単
級

時
間

場
所

短
歌
堂
級

十
一
月
七
日
間

十

一
月
十
七
日
嗣

ノノ� 

午
後
七
時
三
十
分
1
午

後
九
時
三
十
分

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

と き 11月� 3日午前8時30分集合

(雨天のときは 6日に順延)

ところ 勝浦中学校グラウンド

書
室十

一
月
士
百

ω

時
間

国勿所
⑮⑧⑧⑧⑨一一


午
後
一
時
か
ら

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

暖房効果を

高めるために

寒い冬が近づき暖房の季節jになり

ました。暖かいお部屋の安気を逃がさ

ないために，厚手の長いカーテンをし

たり，窓などにスポンジテープで目ば

リをしてすきま風を防ぎましょう 。

また，新築 ・増改築の際に断熱材を

使ったり ，熱を逃がさない空調換気扇

や，部屋をムラなく暖めるサーキュレ

ーターの取り付けをおすすめします。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
四電だより

MUS04
テキストボックス
第28回
勝浦町民体育大会
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4第221号� カミ コ つ� ら 昭和63年11月� 1日

破
傷
風
三
種
混
合
予
防

接
種

@
@@
@
G
O


と

き

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

と

き

巡
回
健
康
相
談

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
を
防
ぐ
こ

と
は
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
予
防

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
定
期
的

な
健
康
診
査
と
健
康
相
談
を
受
け

土品、しょ、っ。

お
気
軽
に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

産

十
一
月
二
日
(
水
)

午
後
二
時
1
三
時

炉
』
こ

λ

住
�
 福
祉
セ
ン
タ
ー

J

E
b

該
当
児

料

金

無
料

※
母
子
手
帳
、
印
鑑
、
通
知
を

ご
持
参
下
さ
い
。

小
児
が
ん
の
中
の
神
経
芽
細
胞

i

腫
は
、
胎
児
期
に
将
来
神
経
系
に

な
る
細
胞
に
お
き
る
が
ん
で
毎
年
、

全
国
で
百
五
十
�
 二
百
人
が
発
病
、

小
児
が
ん
の
約
一
割
を
占
め
て
い

ま
す
。
満
一
歳
ま
で
に
発
見
し
て

二
歳
1
四
歳
未
満
の
子

う

え

の

ゅ

う

き

く

ん

こ
う
す
け
く
ん

乳
児
健
康
診
査j

十
一
月
十
一
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分
�
 二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
・
小
児
科

昭
和
六
十
三
年
七
月
一

日
1
九
月
三
十
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
き
い
。

2
/
 こ

の
時
期
は
、
心
身
共
に
発
達

が
著
し
く
、
自
立
心
も
芽
生
、
え
る

た
め
、
し
つ
け
や
栄
養
に
つ
い
て

O O O O
の
正
し
い
指
導
、
ま
た
身
体
の
異

常
の
早
期
発
見

・
早
期
治
療
を
目

的
に
行
い
ま
す
。
該
当
児
は
、
必

ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

と

き

十
一
月
十
八
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

1
二

時

と
こ
ろ

勝
浦
病
院

該
当
児

昭
和
六
十
二
年
三
月
一

日
1
五
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子

診
査
内
容

v

。
歯
科
診
査


内
科
一
般
診
査


保
健
指
導


心
理
指
導


栄
養
指
導


※
母
子
手
帳
と
質
問
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。
�
 

摘
出
手
術
多

す
れ
ば
予
後
は
良
好

第
一
期
:・

一
か
月
毎
に

三
回

第
二
期
:
・第
一
期
終
了

後
十
二
か
月
か
ら
十
八

か
月
後
に
一
回
接
種

実施日�  l侍 問 場 所� 

11月9日制 午円ij10時30分-11時30分 坂本集会所� 

11月� 9日制 午後� l時30分-2時30分 生名集会所� 

11月10日(木) 午前� 9時30分-11時30分 メ7。、川μJ1:、14E2h三""己. 

11月17日附 午後� 1時30分-2時30分 星谷集会所� 

11月17日(村 午削101時00分-11時30分 棚野集会所� 

11月21日(日) 午後� l時30分一� 3時00分 横i頼集会所

小
児
が
ん
(
神
経
芽
細
胞
臨
〉
の

検
査
は
、
も
う
お
済
み
で
す
か
?

と
ん
ど
助
か
り
ま
せ
ん
。

尿
の
検
査
だ
け
で
と
て
も
簡
単

で
す
。
検
査
の
時
期
は
、
生
後
五

1
六
か
月
が
最
適
で
す
が
一
歳
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
ぜ
ひ
こ
の
検

査
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
、
っ
。

検
査
料
は
、
無
料
で
す
。
�
 

(お
申
し
込
み
は
、
役
場
環
境
衛

生
課
ま
で
)

.~I 

1.1 

いm酢μ 
l1・・'11'1

で
す
が
、
一
歳
会
ヤ
す
ぎ
る
と
肝
臓

や
骨
な
ど
広
範
囲
に
転
移
し
て
は

実
 
精神保健普及運動� 

、ー

※� O料金・…無料� 
(11月7日-13日)

O健康手帳をご持参下さい。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
百日咳・ジフテリア破傷風三種混合予防接種

MUS04
テキストボックス
一歳六か月児健康診査
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性
の
カ
ゼ
�
 

H

体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人
。
�
 

(
 

インフルエンザ予防接種目程表

~¥ 

ー¥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

O O O O
卵、

lli 目白干[163年� 11月� l 日� カミ Jコ フ� ら

O

予

防

接

種

心
臓
病
、
肝
臓
病
、
じ
ん
臓
病

他
の
予
防
楼
極
を
受
け
て

一
か

冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る
悪

そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

な
ど
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

食
印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一

二
百
円

一
O
六
歳
1
十
三
歳
未
満

一

三
百
円
�
 

ro
十
三
歳
以
上
四
百
円

・

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
予
防
接

種
は
約
四
週
の
間
隔
で
二
回
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。
�
 

の健
康

ふフ 月8

カ
ゼ
の
予
防
8

だ
い
じ
よ
う
ぶ
で
す
か
?

-
カ
ゼ
の
原
因
:・

カ
ゼ
は
、
具
、
の
ど
、
気
管

支
な
ど
の
粘
膜
に
お
こ
る
急
性

の
炎
症
で
、
そ
の
病
原
体
の
九

割
が
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る

も
の
で
す
。

こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
呼

吸
す
る
と
き
、
空
気
と
い
っ
し

ょ
に
侵
入
し
、
の
ど
な
ど
の
粘

膜
に
住
み
つ
き
ま
す
。
健
康
な

と
き
は
、
抵
抗
力
が
あ
る
け
れ

ど
、
粘
膜
の
抵
抗
力
が
弱
る
と

ウ
イ
ル
ス
の
地
殖
が
増
、
ぇ
、
は

げ
し
い
炎
症
が
お
こ
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
は
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
で
飛
び
散
り
ま
す
。

-
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

カ
ゼ
の
王
者
:
:
:

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
カ
ゼ
の

る
人
。

人
で
活
動
期
に
あ
る
人
。
�
 

月
以
内
の
人
。
�
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
々
が

一
種
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
り
、
も

っ
と
も
激
し
い
症
状
を
起
こ
し

ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
寒

く
て
も
増
、
え
る
伝
染
力
の
強
い

も
の
で
、
冬
に
猛
威
を
ふ
る
い

ま
す
。

治
療
薬
の
な
い
現
在
は
、
流

行
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。(
特
に
、
子
ど
も

と
お
年
寄
り
)

-
カ
ゼ
を
予
防
す
る
た
め
に

体
調
を
整
え
整
仇
力
を
つ
け
る

カ
ゼ
予
防
に
は
、

何
よ

り
も
健
康
を
保
ち
‘
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
侵
入
し
て

も
、
増
殖
を
お
さ
え
る
だ

け
の
力
を
つ
け
る
こ
と
。

過
労
や
寝
不
足
な
ど
の

不
摂
生
を
さ
け
、

規
則
的

な
生
活
・
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
・
十
分
な
睡
眠
・

適
度
な
運
動
を
行
い
ま
し

ト」号、「ノ
。

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

人
ご
み
を
避
け
る
|
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に
は

感
染
の
機
会
を
減
ら
す
た

め
、
不
用
に
人
ご
み
に
出

る
こ
と
を
避
け
ま
す
。

う
が
い

・
手
洗
い
|
外
出
か

ら
帰
つ
て
の
�
 
が
い
�
 

手
洗
い
。
は
、
あ
る
程
度

Y
7

H
 

H
予
防
の
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

マ
ス
タ
ー
ウ
イ
ル
ス
の
通
過

防
止
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

濃
い
飛
沫
を
防
さ
、
寒
さ

か
ら
気
道
を
{
寸
る
意
味
が

あ
り
ま
す
。
清
潔
な
マ
ス

ク
を
使
用
し
ま
し
ょ
、
っ
。

め
た
人
。

流
行
し
ま
す
。
高
い
熱
、
頭
痛
、
筋

肉
痛
な
ど
の
激
し
い
症
状
と
、
伝

染
力
の
強
い
の
か
特
徴
で
、
時
に

は
肺
炎
や
気
管
支
炎
な
ど
の
合
併

症
を
お
こ
し
た
り
す
る
病
気
で
す
。

予
防
接
種
を
次
の
日
程
で
行
い
ま

ふ

9
0

。
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人
�
 

料
金
ヘ
�
 三
歳
�
 六
歳
未
満

O

i

月 日 場� fi[r l時 間1 回目� 

11月8日(刈 沼江保有 所 午後� 2時00分-3時00分

生名集会所(東林庵) 午後� 11時30分-2時30分� 
9日かj()

与川内事業所 午後� 31時00分-4時00分� 

10日(t;) 勝浦町農協(金庫� 2階) 午後� l時30分-3時∞分� 

14日(月) 坂本小学 校 午後� 111寺30分-2時30分� l 

16日附 牒村婦人の家 午後� 21時00分-31侍00分� 

17臼(村 星谷集会所 午後� 11時30分-21時30分� 

30日{利 住民結illlセンター 午後� l時30分-311寺00分� 

12月5日UJ) 坂本小学 校 午後� 111寺30分-21侍30分� 2 

6日(大)ィ 百 江 保 育�  rfr午後� 21時00分-31時00分� 2 

7日(村
生名� lli会所(東側竜) 午後� l時30分-21時30分

フ
与川内事業 所 午後� 3時00分-4時00分� 

8日(村 勝浦町農協(曾庫・2階) 午後� i時30分一� 31時00分� 2 

13日(刈 農村婦人 の 家 午後� 2時00分-3時00分� 2 

15日(村 星谷集会所 午後� 11時30分-2時30分� 

21日制 住民福-ltI:センター 午後� 11時30分-3時00分

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
インフルエンザ予防接種

MUS04
テキストボックス
今月の健康
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字
定
岡

芋
版

P
 

戸相ヘ大
字
坂
本

字
問

団

細

谷

善

信

/大
字
三
渓
字
中
村
臼
下
ひ
と
み

ヘ大

字

三

渓

字

林

宮

本

健

次

/
小
松

市
除
家
美
千
代

戸
籍
の
窓

(敬祢略)

9
月
刊
日
l
叩
月
刊
日

-
お
誕
生
お
め
で
と
う

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
畏
間
山

吉
岡

昭

輔

(日
オ
)

大
字
三
漢
字
神
谷
神
田
イ
セ
(
位
オ
)

奈
泡
江
主
山
田
中
田
キ
サ
ノ
(
出
オ
)

本
真
掌
芙
明
神
只
平
悦
三
(
卯
才
)

大
字
坂
本
字
平
野
新
居
ユ
タ
カ
�
 
(
剖
オ
)

杢
泡
江
主
ノ
岡
福
徳

信
雄
(
市
オ
)

品論争


善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
�
 

9
月
間
白
�
 
j

叩
月
刊
日

前

回

道

夫

さ

ん

�

 
(西

岡

�

 )

匿
名
(
二
回
)
(
横

瀬

�

 
)

井

原

春

次

さ

ん

(

坂

本

)

山
田

善
夫
さ
ん
(
棚

野

�

 )

宮
崎
武
博
さ
ん

(星

谷
)

只
平
和
博
さ
ん

(
星
谷
)

新

居

清

治

さ

ん

(
坂
本
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

勝
浦
会
館
十
一
月
行
事

4
日
樹
習
字
教
室


7
日

間

線

教
室
 

8
日
附
着
付
教
室


9
日
附
踊
り
教
室


刊
日
嗣
手
芸
教
室


日
日
幽
生
花
教
主


日
日
開
篠
教
室


日
日
制
踊
り
教
室


口
日
附
手
芸
教
室


同
日
幽

習
字
教
室


白
日
間
膝
教
室

室

辺
日
�
 ω
着
付
教

川
抗
日
附

手
芸
教
室

幻
日
日
生
花
教
草

加
日
制
踊
り
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。(
手
芸

・
篠
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、

習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

こ
参
加
く
だ
さ
い
。

日 日寺 11月4日(針

午前10時~午後� 3時

内 容 人権・行政・厚生・福祉

場� 所 住民福祉センタ� -2階

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください) 

一飼い犬は必ずつないでください-

*ボクも家族の一員です� *

不用犬買い上げ‘日� 

11月2日後)成犬 300円� 

J

長
女

大
字
三
議
川
上

静
夫

大
字
沼
江
中
田
康
夫

大
字
沼
江
櫨
山
伸
一

字
神谷

栄
子
」
絵
利
奈

J

長
女

字

西

ケ

原

セ

イ

子

」

実

希

J

長
女

智

美

」

加

奈

子

大
字
久
国
池
内

美 菜

義
則
�
 

J

長
女

友
子
、
理

E

J

J

大
字
板
本
ー

ー

�

 

字
坂
本

二
郎
�
 二
女

-v


ご
結
婚
お
め
で
と
う

幹

子

」

好

ヘ
大

字

棚

野

字

前

田

野

上

稔

彦

/

徳

島

市

北

池

由

美

子

ヘ
大

字

久

国

字

原

金

漂

白

宰

辛

戸小

松

島

市

正

木

三

重

子

ヘ大
字
三
渓
字
立
川
大
川

英

和

生

町

山

本

悦

子

鳥� 

夜間救急当番表
11月定例心配ごと相談

11月� 2 日

4 日

山

勝

西 医

浦 病

院� 

院� 

2-302フ� 

2-2555 

@日

8 日

10日

12日

14日

16日

18日

窟

勝

赤

勝

上

勝

山

浅 医

浦 病

モ山ヨ 医

浦 病

勝� 0三タ5う' 療

浦 病

西 医

院� 

院� 

院� 

院� 

所� 

院� 

院� 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

2-2555 

6-0302 

2-2555 

2-302ア

@日 勝 浦 病 院� 2-2555 

22日

24日

26日

房'E吉司

勝

赤

浅 産

浦 病

モ山ヨ 医

院� 

院� 

院� 

2-2003 

2-2555 

2-2006 

28日

30日

勝

上

浦 病

勝� 0三づ2ンう 療

院� 

所� 

2-2555 

6-0302 

、、

午後6時~翌朝午前9時
午後ア時一翌朝午前9時

11月16日(水)小犬 100円日
日

平
休

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ




